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☆★活動報告★☆ 

12 月 26 日 ROBA12 月例会・理事会

 1 月 15 日  ROBA1 月例会・理事会 

☆★今後の予定★☆ 

２月１日（土）～２７日（木） ＮＰＯパネル展 

（会場）２月 1日（土）～６日（木） ＡＯＳＳＡ１F    

       ７日（金）～１４日（金）市役所本館１F  

      １５日（土）～２７日（木） 

  福井市まちづくりセンター「ふく＋」（ふくたす）

２月１９日（水） ＲＯＢＡ２月例会・理事会 

 

東リニアが日本を改造する本当の理由 

市川宏雄メディアファクトリー ８４０円＋税 

 

 現在のリニア中央新幹線の計画状況、想定されるルート、駅の負担方法、駅間の所要時間など、ざっく

りとまとまっているし、東京から名古屋まで４０分で行けたらどんないいことがあるかなど、ビジネスマ

ンの生活という切り口から夢が描かれているリニアの入門書。（ただし、技術的な詳細は書かれていない

ので、それを期待する人は他の本を買った方がいい） 

 ただ、この本の内容は、これまでの経済体制の中で想定できる影響を集めたにすぎず、家田先生は、リ

ニア基本計画の記者発表のとき、このようなビッグプロジェクトは需要予測が当たらないのが通例とおっ

しゃっている。 

 ２０２７年に開通しても、構造的な変化はなお２０年ほどを通してジワジワ効いてくる。１５年前に、

スマホ・インターネットの現在の状況を誰が想像できたであろうか。 

                          東海市会員  美濃部 雄人 Minobe Yujin 

 

ゆうじんの部屋 書籍紹介 

● 撮影／清水（20140114）【田原町商店街】 

 

ゾーン３０ 増殖中！ 
歩行者を見たらスピードダウン よろしくね 



         「第 1回終着駅サミット in城端」に参加して 

                                    内田佳次 

 

平成 25年 11月 30日富山県南砺市城端にて終着駅サミットが開催されました。このサミッ 

トは南砺市が実行委員会を形成して行政主導で開催されました。 

 北陸新幹線金沢駅まで開業が目前に迫り、金沢と富山に挟まれた地域

においては二次公共交通の利用を伴う都市における共通の課題がありま

す。ともすれば埋没してしまう懸念があるなか、地方鉄道の終着駅とい

う共通点で、地域公共交通の活性化、まちづくり、観光振興といった課

題を話し合おうとする会議です。 

 内容は和歌山電鉄専務取締役磯野省吾氏の講演、鉄道アーティスト小

倉沙耶氏の講演、そして講演者 2 名に加えて本川祐治郎氷見市長、田中

幹夫南砺市長が加わった 4名でのパネルディスカッションが行われました。 

 とにかく二人の市長は元気いっぱいでした。特に本川（ほんがわ）氷

見市長は平成 25年 4月に当選したばかりの新人市長ということもあり

やる気、元気があり聞いていて清々しく感じました。終着駅にかかわら

ずローカル線沿線の地方都市の活性化は喫緊の課題です。これを契機に

活性化が進むといいですね。 

 なんでも福井鉄道の終着駅（始発駅）である越前市に声掛けをしたと

ころ「始発駅」にこだわって参加を辞退されたそうです。福井からは岡

田大野市長が参加され会場の席で紹介されました。なお、私はその日世

界遺産の五箇山の民宿に泊まり余韻に浸っていました。 

ROBAからの参加は清水さん、善光さん、松原さん、内田の 4人です。                            

（城端線の車両） 

 

     （パネルディスカッション）           （南砺市長と氷見市長のエールの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福井市市民協働推進委員会に参画しています。 
（報告 はたみゆき） 

 
福井市では小学校単位のまちづくり（市民参加・運動会型）が平成 6 年から始まっており、「すべて

の市民がそれぞれに役割を担い、一人ひとりが参加できる市政を展開すること」を前提に進められてい

ます。一方、運動会型（小学校単位）のまちづくりから遅れる事 4 年、平成 16 年 4 月に市民協働条例

が施行され、同時に市民協働推進委員会が設置されました。（⇒条例化にむけて平成 14 年度から検討さ

れていました。また NPO 法は平成 10 年 12 月の施行となっています） 
運動会型のまちづくりは、主に公民館単位の地域のまちづくりを行う事業ですが、市民協働のまちづ

くりは、公益的活動を行う市民活動団体や NPO 団体が行う事業が中心になります。市民協働のまちづ

くりは全国の自治体で取組まれていますが、NPO 法が施行された当時と比べると、様々な局面で淘汰

された部分もあり、また自治体ごとに協働事業のあり方や支援のあり方に、それぞれ特色があります。 

さて、福井市市民協働推進委員会に関してですが、この委員会では主に「市民活動基金による助成金

に関する審議・審査」、「市民活動団体と市の協働事業であるミーティングテーブル事業への助言」、「そ

の他市民協働に関する調査・研究」が委員会の役割となっています。私はこの委員会に平成 20 年度か

ら参画しており、福井市内の様々な団体さんの助成事業を見てきました。委員会で特に気を付けている

のは、委員会の審議・審査が重大な決定権を持っているため、個人的視点でなく客観的視点で公平に審

査することです。社会情勢やニーズ、団体の特性等をよく理解し、提案された事業が広範囲に渡って公

益が及ぶのかが重要な視点になってきます。委員会は２年任期のため今年度で一区切りになりますが、

継続して委員への参画要請があれば、今後の市民協働に向けて提案を行って行きたいと思います。 
 
≪市民活動基金助成事業（平成１６年度～）≫ 

福井市内に事務所等がある NPO 法人、地域活動団体、ボランティア

団体などが行う公益的事業に対して、「ふくい市民活動基金」を財源と

して事業費の一部を助成する事業です。「申請書提出→公開プレゼンテ

ーション発表→事業の実施→実績報告書提出→成果発表」という流れに

なります。委員会では交付団体の決定や交付額の審議・審査を行います。

ROBA は H16・H17：のりのりマップ製作、H20・H22：カーフリ

ーデーに対して助成を受けました。 

≪ミーティングテーブル事業（平成１７年度～）≫ 

市が取り組む委託事業として、市民との協働によってより効果が高まる企画案を募集し、担当所属と

企画提案者が対等に意見交換する「ミーティング」の場を設け、企画内容が担当課の考える内容と合致

できれば市長プレゼンに臨み、関係部署や市長の OK が出れば事業採択となります。委員会としては企

画書が提出された段階で書類内容への助言と、ミーティングに同席し助言を行います。 

 

↑ROBA と担当部署のミーティング ↑市長プレゼンのイメージ 

↑プレゼン・成果発表会のイメージ 

ROBA は H18 年に「中心市

街地のちょい輪事業」を提案す

るも採択にならず、その代わり

にマップ購入による協働事業を

行いました。 

また、H22 は「モビリティマ

ネジメント事業」が採択され、

福鉄２駅の MM や送りだしイベ

ントを実施しました。 



 

事務局事務局事務局事務局  特定非営利活動法人 

    ふくいふくいふくいふくい路面電車路面電車路面電車路面電車とまちづくりのとまちづくりのとまちづくりのとまちづくりの会会会会（ＲＯＢＡ）（ＲＯＢＡ）（ＲＯＢＡ）（ＲＯＢＡ）

９１０－８０３１ 

福井市種池 1丁目１９０５－３ 

ＴＥＬ：０７７６－２５－７９６８ 

ｅ－mail ： roba@mbh.nifty.com  

ＵＲＬ：http://roba.cocolog-nifty.com/roba/home/ 

 

編集後記編集後記編集後記編集後記    ・・・・・・・・・・・・編集委員編集委員編集委員編集委員よりよりよりより一言一言一言一言    

内田内田内田内田（（（（発行責任者発行責任者発行責任者発行責任者））））    

「新年明けましておめでとうございます。本年も

ROBA はすでに大きな事業が２つもあり忙しい年

になるだろうと思います。ROBANEWS による毎月の

情報発信も継続していきます。会員皆様の積極的

な参加を期待しています。」                                                                          

林林林林((((変集長変集長変集長変集長))))    

「久しぶりに風邪をひきました。なぜ、風邪を 

ひくというのか。風邪をたすではだめ？」 

作作作作／／／／漆嵜漆嵜漆嵜漆嵜    耕次耕次耕次耕次    

ケントリーケントリーケントリーケントリーくんのあれこれくんのあれこれくんのあれこれくんのあれこれ日記日記日記日記    ＰａｒｔＰａｒｔＰａｒｔＰａｒｔ１０１０１０１０    

 

今年も本格的な雪のシーズンがやってきました。転勤で福井に来て初

めての冬は、あの平成 18年豪雪の年でした。雪国暮らしの経験がなか

ったため、降り始めた当初は喜んでいましたが、その後連日慣れない雪

かき作業に追われて大変な思いをしたことは今でも鮮明に覚えていま

す。正直言って手荒い歓迎？でした。福井市内でも積雪が最大 95cmに

達し、県内で死者 14名を出す大惨事でした。 

（参考：福井大学の論文URL） 

http://repo.flib.u-fukui.ac.jp/dspace/bitstream/10098/2526/1/%E7%

B4%80%E8%A6%8113%E5%8F%B7-15.pdf 

写真は、今年 1月 11日朝の駐車場の様子です。今まではスコップだ

けで雪かきしていましたが、今シーズンからママサンダンプも購入した

ので、作業も少しは楽になります。なるべくなら降ってほしくないのが

本音ですが、あまりに雪が少ないと、スキーやスノボを楽しむ方が困り

ますので、交通機関に影響が出ない程度に適度に降るのが理想でしょ

う。果たして今後どうなるでしょうか。 
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